
令和４年 看護部 
〔学会・研究会〕 

骨盤臓器脱に対する「女性のための骨盤底ケア外来」6年間の経過 

三輪幸，西垣亜衣子，上原里枝，鈴木美奈子，山口茜，守山洋司，三輪好生，菊地美奈，

加藤順子，増栄孝子，井上倫恵 

第 24回日本女性骨盤底医学会  

2022 年 7月 2日・3日（埼玉） 

 

当院における肝炎ウイルス陽性者の受診勧奨のための院内連携とその効果 

竹林悦子，齋藤理惠，松下知路，木村繁和，竹中祐紀，林晃司 

第 58回日本赤十字社医学会総会  

2022 年 10 月 6日・7日(旭川) 

 

感染症受け入れ病棟での PPE 着脱手順遵守へ向けた取り組み 

福永祥子，河合菜帆，鷲見史華，宇野太志 

第 58回日本赤十字社医学会総会  

2022 年 10 月 6日・7日(旭川) 

 

地域と病院のハブ拠点、「在宅支援室」3年間の活動報告 

木村直子，齋藤理惠 

第 58回日本赤十字社医学会総会  

2022 年 10 月 6日・7日(旭川) 

 

CV ポート版 IVナース認定制度開始後の 10年間の評価と今後の課題 

淺野まゆみ，植村明美 

第 58回日本赤十字社医学会総会  

2022 年 10 月 6日・7日(旭川) 

 

急性期病院での院内デイケア導入による効果の検証 

横山直子，藤原美樹，市成美穂，鈴木あやめ，間宮直也，小松亮，棚橋忍 

第 58回日本赤十字社医学会総会  

2022 年 10 月 6日・7日(旭川) 

 

アウトカム未評価・バリアンス重複登録の改善に向けた取り組み 

福永祥子，齋藤理惠 



第 22回日本クリニカルパス学会学術集会 

2022 年 11 月 11 日・12日（岐阜） 

 

眼科クリニカルパスのバリアンス要因の分類名統一化 

木全如香 

第 22回日本クリニカルパス学会学術集会 

2022 年 11 月 11 日・12日（岐阜) 

 

〔論文〕 

在院日数短縮後の当院における看護師の業務満足度及び患者・家族関係満足度に関連する

看護の取り組み 

齋藤理恵，成順月，薬袋淳子 

岐阜赤十字病院医学雑誌 32（1），35-43，2021 

Abstract：本研究の目的は在院日数短縮後の当院における看護師の業務満足度と患者・家

族関係満足度に関連する看護の取り組みを明らかにすることである。急性期病院である当

院の看護師 241 人を対象に無記名自記式質問票による調査を行い、213 人から回答を得た。

本研究では、そのうちの病棟看護師 142 人を分析対象とした。相関分析と Mann-Whitney の

U 検定を用いて、業務満足度と患者・家族関係満足度に関連する看護の取り組みを調べた。

看護師の業務満足度は KAIZEN 活動とカンファレンス、患者・家族関係満足度は自立支援、

早めの退院支援介入、カンファレンス、短時間でも心理的支援を行う、PFM との連携と有意

に関連していた。在院日数短縮後の当院で、退院支援に向けたカンファレンスに力を入れ

ることは業務満足度だけではなく、患者・家族関係満足度につながり、患者との関わりや

連携に力を入れることは退院支援を促し、看護師の患者・家族関係満足度を高める可能性

が示唆された。 

 

感染症病棟で勤務するために大切なこと 

齋藤理惠 

岐阜赤十字病院医学雑誌 33（1），17-19，2022 

Abstract：感染症病棟に勤務する看護師 22名に 2020 年 9 月と 2021 年 2月に質問紙調査を

実施し、COVID-19 に対応するスタッフの 1 年の状況、勤務継続に大切な要因について検討

した。2020 年 4 月から 2021 年 3 月までの勤務異動は 5回、感染症病棟勤務看護師延べ人数

25 名、平均看護師数 18.75 人、看護師経験年数は平均 12.2 年であった。このうち 1年間継

続して感染症病棟で勤務した看護師は 15 名、同居家族のいる看護師は 36%であった。質問

紙の回収率は 100%であった。どの項目もやや重要から重要であるという結果であり、「適切

な PPE が整備されている」については、全員が重要であると回答し、「ウイルスを持ち帰ら

ない」「PPE 着脱チェック」などの項目が高い得点であった。感染症病棟で勤務を継続する



ためには、感染防止に関する項目とそれに伴うサポート体制が重要と考えられた。病棟の

組織・風土づくりなど、どの部署でも行われていることが重要だと言える 

 

透析室の環境改善 動線と物品配置の見直し 

荒深景子，堀千華，柴田夢来，若山直樹，渡邉貴大，吉田美香，奥田里香，守山洋司 

岐阜赤十字病院医学雑誌 33（1），21-25，2022 

 

手術室における薬品運用の見直し 薬品管理作業の時間短縮を目指して 

吉田早希，西森渚，小森美弥子，大橋弘美，白木裕子，位田優 

岐阜赤十字病院医学雑誌 33（1），27-29，2022 

Abstract：当院手術室では使用する薬品を手術室看護師と薬剤師で管理している。薬品の

管理方法として、頻用薬を各ルームに常備し、それ以外の薬品は救急カートや共有保管庫

で管理していた。そして、これらの薬品はすべての手術で共有しており、部屋の薬品が不

足した場合は、棚同士で薬品の移動を許容していた。また、保管場所が複数存在するため、

補充の際の動線が長く効率が悪かった。さらに前日使用した薬品が補充される前に翌日の

手術が始まってしまうこともあった。こういった状況下で薬品の使用量を手術ごとに正確

に把握することは困難であり、請求ミスや補充の煩雑さに繋がり、看護スタッフの負担と

なっていた。実際、薬品管理にかかる時間を計算すると、手術件数などによってばらつき

はあるが、1 日に 35 分～2 時間程度要していた。そのため、今回改善活動として薬品のセ

ット化や補充方法の変更に取り組み、薬品管理体制を見直した。その結果、薬品の使用量

の管理が容易となり、請求ミスの低減に繋がった。加えて、補充作業が簡素化したことで

作業時間は 1日平均 15分程度と大幅な時間短縮につながった。 

 

【「?」が氷解!秘伝がぎっしり 患者・家族から本当によく聞かれる 糖尿病のぎもん 

Q&A123】(第 7章)家族のぎもん 本人が治療に真面目に取り組んでおらず、腹が立つ(Q&A) 

久松香 

糖尿病ケア+ 2022 夏季増刊，260-261，2022 

 

【「?」が氷解!秘伝がぎっしり 患者・家族から本当によく聞かれる 糖尿病のぎもん 

Q&A123】(第 7 章)家族のぎもん 子どもが糖尿病になった。健康な子に産んであげられな

かった自分が悪い(Q&A) 

久松香 

糖尿病ケア+ 2022 夏季増刊，257-259，2022 

 

【「?」が氷解!秘伝がぎっしり 患者・家族から本当によく聞かれる 糖尿病のぎもん 

Q&A123】(第 7 章)家族のぎもん 糖尿病になって制限ができた本人の前で、家族である自



分も前のように生活をしてはいけないのではないかと思う(Q&A) 

久松香 

糖尿病ケア+ 2022 夏季増刊，255-256，2022 

 

【「?」が氷解!秘伝がぎっしり 患者・家族から本当によく聞かれる 糖尿病のぎもん 

Q&A123】(第 7章)家族のぎもん 糖尿病になった本人に対して、家族ができることは?(Q&A) 

久松香 

糖尿病ケア+ 2022 夏季増刊，252-254，2022 

 

【これからの with コロナ時代の糖尿病診療】病院における糖尿病療養支援の工夫 

久松香 

月刊糖尿病 14(2)，22-29，2022 

 


